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ソフトウェア使用許諾契約書ソフトウェア使用許諾契約書ソフトウェア使用許諾契約書ソフトウェア使用許諾契約書 
（有）デュアルシステム（以下「弊社」といいます）は、本契約書と共に提供するソフト
ウェアに関し、日本国内で使用する譲渡不可能の非独占的権利をお客様に許諾し、お客様
も以下条項にご同意いただくものとします。なお、もしお客さまが本契約書にご同意いた
だけない場合には、本製品をお買いあげいただいた販売店までご返却下さい。 
 
１．定義 
（１）「ソフトウェア」とは、本契約書とともに提供されるアプリケーションソフトウ 
   ェアをいいます。 
（２）「本製品」とは、ソフトウェア及び取扱説明書をいいます。 
２．使用条件 
（１）お客様は、ソフトウェアを国内で、１台のハードウェア上でのみ使用することが 

できます。 
３．禁止事項 
（１）お客様は、前条の規定に反し、ソフトウェアの複製を行うことはできません。 
（２）お客様は、本製品の改変、改良、翻訳など二次的著作物を作成する行為などを行

うことはできません。 
（３）お客様は、弊社の著作権表示及び登録商標表示を除去したり、不明確にすること

はできません。 
（４）お客様は、本製品を第三者に譲渡、貸与または再使用許諾することはできません。 
 
４．保証範囲 
（１）ソフトウェアが納められている媒体や取扱説明書に物理的欠陥があった場合には、

本製品を購入された日から１年間に限り、無償で交換いたします。 
（２）弊社は、ソフトウェアの品質及び機能が、お客様の使用の目的に適合することを

保証しません。ソフトウェアに関して発生した問題は、お客様の責任及び費用負
担をもって、処置されるものとします。 

（３）本プログラムを使用したことによる金銭上の損害、逸失利益または第三者からの
いかなる請求についても、弊社では一切その責任を負いません。 

（４）本プログラムは、改良のため予告なく変更することがあります。 
 
５．有効期間 
（１）本契約は、お客様が本製品の包装を開封された日から発効します。 
（２）お客様がソフトウェアを弊社に返却し、または破棄したときに本契約は終了しま

す。 
６．解除 
お客様が本契約書の条項に違反した場合、弊社は本契約書を解除することができます。 
この場合、お客様は本製品を一切使用できないものとします。 
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はじめにはじめにはじめにはじめに    

  このたびは、「電子野帳 計助くん」をお買いあげいただき、ありがとうございます。 
 
●ご使用の前に、ソフトウェア使用許諾契約書を必ずお読みください。 
●ご使用に際してはこのプログラム解説書をお読みいただき、常に適切な取り扱いと正 
 しい操作でご使用くださいますようお願いいたします。 
 ●扱いやすく、高精度の製品をお届けするため、常に研究、開発を行っております。製 
  品の外観及び仕様は、改良のため予告無く変更されることがありますので、あらかじ 
  めご了承ください。 
●この取扱説明書は大切に保管し、もし紛失した場合には弊社へご請求ください。 
    
 

連絡先連絡先連絡先連絡先 （有）デュアルシステム 

     住 所：〒640-8128 和歌山市広瀬中ノ丁 1丁目６ アクスビル３Ｆ－Ｂ 
     TEL/FAX：073-421-5122／073-421-5125 
     E - M a i l：dual@jtw.zaq.ne.jp 
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この解説書の使い方この解説書の使い方この解説書の使い方この解説書の使い方    

    
●このプログラムは一部を除いて、WindowsCE のガイドラインに沿って設計されておりま 
 す。具体的な操作環境及び操作方法については、WindowsCE のマニュアルを参照してく 
 ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Windows の正式名称は、Microsoft® WindowsTM Operating System です。 
Windows は、米国 Microsoft Corporation の商標です。またその他記載されている会社名、
及び商品名は、各社の商標及び登録商標です。 
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１．概要１．概要１．概要１．概要    
   国土調査業務を効率的に進める為に、業務に特化した電子野帳です。 

   簡単に使用できるように、対話方式になっています。 
    
 

トータルステーションとＲＳ２３２Ｃにて接続し、観測データを 
   取り込み保存します。 
   保存したデータは、通信機能にて事務所のＰＣへ転送できます。 
   または、ＣＦ(コンパクトフラッシュ)に保存したデータを直接 
   市販測量ソフトに取り込むこともできます。 
 

精度管理機能を持ち、現場にて良否を直ぐに判断できます。 
  野帳はＡＰＡ標準フォーマットですから市販測量ソフトにて処理が可能です。
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２２２２．．．．プログラム実行環境プログラム実行環境プログラム実行環境プログラム実行環境    

 

      コンピュータ： WindowsCE 機  

 
        OS： 
             PocketPC 2002 
 
        コンピュータ本体： 

TOSHIBA  GENIO e550G を標準とする。 
 
        メモリ： 
            64MB以上 
 
        コンパクトフラッシュカード： 
             容量３２MB以上 
 
        ディスプレイ： 
            解像度 240 ×320 
 
 
       その他： 

ＣＦが装着できる機種であること。 

         ＣＦはデータも記録装置として使用できる。 
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    ３．起動３．起動３．起動３．起動    

     起動時にプログラムのロゴ及びバージョンを表示します。 

   プログラム名、バージョン、著作権を表示します。 

   ロゴは２秒間表しその後メインメニューを表示します。 
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４．メインメニュー４．メインメニュー４．メインメニュー４．メインメニュー    

        メインメニュー、から処理を選択します。 

 

    

・ 新規現場作成新規現場作成新規現場作成新規現場作成    

・ 現場を開く現場を開く現場を開く現場を開く    

・ 図根三角測量図根三角測量図根三角測量図根三角測量    ：：：：地籍図根三角測量    

・ 図根多角測量図根多角測量図根多角測量図根多角測量    ：：：：地籍図根多角測量    

・ 多角・細部多角・細部多角・細部多角・細部            ：：：：多角測量法、地籍細部測量        

・ 放射・細部放射・細部放射・細部放射・細部            ：：：：放射法、細部図根測量    

・ 放射・一筆放射・一筆放射・一筆放射・一筆            ：：：：放射法、一筆地測量    

・ 基準点測量基準点測量基準点測量基準点測量        ：：：：公共測量    

・ データ管理データ管理データ管理データ管理    

・ ＴＳ条件ＴＳ条件ＴＳ条件ＴＳ条件    

・ ｼｽﾃﾑ設定ｼｽﾃﾑ設定ｼｽﾃﾑ設定ｼｽﾃﾑ設定    

・ 終了終了終了終了    
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５．新規現場作成５．新規現場作成５．新規現場作成５．新規現場作成    

 

      新たに現場を作成します。 

 現場名を入力します。 

 

  

 

    座標系、データムは現在未使用ですが今後の為、設定機能を設けています。 

 

 

・ 現場数、路線数はＣＦカードの容量に依存します。 
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文字の入力方法。 

「ローマ字/かな」にて英数を入力できます。 

 

     

 

「ひらがな/ｶﾀｶﾅ」にて漢字を入力できます。 
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データム、平面直角座標系の選択。データム、平面直角座標系の選択。データム、平面直角座標系の選択。データム、平面直角座標系の選択。    

    

データム名 楕円体    

Tokyo97 Bessel1841    

JGD2000 GRS80    

       

 

・・・・    JGD2000 は、“Japanese Geodetic Datum 2000”の略で、新日本測地系 2000 

です。 

  

・ 座標系を１～１９で設定します。 

 

 

・データフォルダ構造。 

 

  現場＝フォルダになっていますから、バックップ、コピーはフォルダをコピーするだけです。 

 

Data----- 

        | 

        |---現場１---｜ 

        |      ｜---路線１---｜ 

        |      ｜      ｜--路線１.APA 路線毎のＡＰＡデータ（対回データ） 

        |      ｜      ｜  

        |      ｜      ｜--RKanri.txt 観測タイプ、精度区分情報 

        |      ｜      ｜ 

        |      ｜      ｜--T-1.APA  器械点毎のデータ 

        |      ｜      ｜  

        |      ｜ 

        |      ｜---路線２---｜ 

        |      ｜      ｜--路線２.APA 

        |      ｜      ｜  

        |      ｜      ｜--RKanri.txt 

        |      ｜      ｜ 

        |      ｜      ｜--T-2.APA 

        |      ｜      ｜  

        | 

        | 

        |---現場２---｜ 

        |      ｜ 

        |      ｜ 

        |      ｜  

        | 

        | 
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6666．現場を開く．現場を開く．現場を開く．現場を開く    

  

     観測を行う現場を選択します。 

 

         

       

    

 

   ・ 現場名を選択すると、その現場のデータム、座標系が表示されます。 

  データム、座標系は現場を選択後に変更できます。 

 

・ 「削除」ボタンで現場を削除できます。 

     削除した現場は元に戻すことはできませんから注意してください。 

 

            ・ 現場データを変更した最終日が表示されます。 
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７．データ管理７．データ管理７．データ管理７．データ管理    

 

      現場データの管理を行います。 

    現場を選択後に使用できる機能です。 

 

路線の一覧を表示します。 

    一覧には、精度区分、観測日を表示します。 

 

 

 

      

削除    ； 路線データを削除します。 

             削除した路線データは復旧できません。    

             削除の確認にて、「はい」で削除します。 

  

     終了    ； メインメニューに戻ります。 
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     ＰＣへ送信； ＰＣへ選択した路線データを送信します。 

 

       路線内の器械点の選択になります。 

      器械点名、観測日、観測開始時間が表示されます。 

      送信する器械点を選択して送信します。 

             

             

   

対回データの場合、名称が路線名で時間に全体と表

示されたデータがあります。 

 

全体と表示されているデータはこの路線内の全ての器

械点データを含んでいます。 

         

全データを送る場合は、このデータを選択してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射観測データには、全体データは有りません。 

 

「全体」ボタンにて全ての器械点のデータを送信しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータとの通信条件は、ｼｽﾃﾑ条件にて設定します。 
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     精度確認 ； 路線内の器械点の選択になります。 

             対回観測データの場合、器械点毎に精度確認を行います。  

 

          

      

 

          

    

   全体と表示されたデータは、全器械点を含みます。 

  この場合は、先頭の器械点のみを結果表示します。 
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          放射観測データの場合は、点名の変更が可能です。 

 

 

 

放射観測点名が一覧表示されます。 

           変更する点をタップします。 

           選択された、点名が上部に表示されます。 

          ここで、変更してください。 

          変更を確定するには、「改行 」キーを押してください。 

         一覧の「新点名」欄に変更後の点名が表示されます。 

         「保存」で保存してください。 
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８．ＴＳ条件８．ＴＳ条件８．ＴＳ条件８．ＴＳ条件    

    

   測量機との接続条件を設定します。 

 

 

   通信設定 ： 測量機との通信設定を行います。 

            測量機側と同じ設定にします。 

             

          測量機側で設定できない機種の場合は、通常下記の設定を試してください。 

 

           トプコン ： 1200 , なし , E ,  7 , 1 

            ソキア  :  1200 , なし , N ,  8 , 1 

            ニコン  :  4800 , なし , N ,  8 , 1 

 

   測量機 ： オンラインで使用する測量機を選択します。 

          測量機はソキア、トプコン、ニコンの機械に対応。 

 

         ソキアの場合は、チェックサムの有り無しを選択できます。 

          測量機と条件を合わせてください。  

         トプコンの場合、通常は「CRLF」ありです。 

 

  タイムアウト： 測量機から設定時間データが出力されない場合。 

             処理を中止します。 

 

   水平角設定を行う ： 観測時に輪郭の設定を自動で行います。 

                 測量機に水平角をセットします。   
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９．システム条件９．システム条件９．システム条件９．システム条件    

    

    コンピュータとの通信条件を設定します。 

「ＰＣへ送信」にて使用します。 

 

 

 

 

ＰＣ通信設定 ： ＰＣとオンラインで接続して観測する場合の通信設定を行います。 

           ＡＰＡデータの通信に使用します。 

           ACK/NAK の有り無しを選択します。 

           ＰＣの設定と同じにしてください。 

 

データフォルダ ： データフォルダは、ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞを使用します。 

             本体ﾒﾓﾘには保存できません。 

             外部のカードにデータを保存することにより、データの安全性を 

             確保します。 
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ソフトキーを使用う ： 数値を入力する場合に独自ソフトキーを使用できます。 

また、点名などの文字を入力する場合にも使用できます。    

              観測値は入力できません。 

 

 

 

 

 

音声ガイドを使う ： 対回観測手順など、その時々に合わせて音声にて操作案内を 

             行います。 
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１０、観測１０、観測１０、観測１０、観測 

  １０，１ 路線名の入力 

       観測する路線名を入力します。 

       既存の路線を選択すると、その路線に対して追加観測ができます。 

 

     ・ 表示される路線データは選択した観測タイプの路線データのみです。 

   たとえば、地籍図根多角測量を選択した場合は観測済みの 

地籍図根多角測量路線データのみを表示します。 

 

・・・・    路線名は半角８文字路線名は半角８文字路線名は半角８文字路線名は半角８文字までです。 
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「確認」ボタンにて、選択した路線に精度制限、観測方法を確認できます。 

 

 

 

 １０．２ 精度区分の選択 

 

 既存路線を選択した場合は、精度区分の選択は表示されません。 

   

          

 

 「確認」ボタンにて、精度制限、観測方法を確認できます。 
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         精度区分にて「なし」とした場合、対回数を選択できます。 
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 公共測量、精度区分の選択  
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１０．３ 器械点情報の入力 

 

観測器械点が変わる毎に、器械点情報を入力します。 

ＴＳ名、ＴＳＮＯ、観測者などは一度入力すると前回のデータを表示します。 

半角で入力します。 

 

 

器械点情報入力は器械点の変更時に毎回入力します。 

        PPm 値も手入力してください。 

 

 

１０．４ 観測画面 

 

        器械点名、器械高を入力します。 

       視準点名を入力します。 

          点名は１２文字以内です。 

        最初の半対回のみ視準点名を入力する必要があります。 

       再測には対応していませんが、「測距なし」チェックボタンにて距離測定無しで 

       観測できます。 

       １点目の後視観測で距離測定しない場合などに使用します。 
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      観測値の手入力はできません。 
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視準点名を入力して、測点を視準後「観測」ボタンを押します。 

視準点名は自動でインクリメントされます。 

    

 

 

 

      水平角を自動で設定します、０度輪郭の場合は 

０．０１００ に設定します。 
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   リストに輪郭、望遠鏡、番号、点名が表示されます。 

 

 

 

 対回観測の場合、１対回目の正で２点目を観測すると「半対回終了」ボタンが 

表示されます。 

半対回が終了した時点でこのボタンを押します。 

ボタンを押した後は、点名、視準高は自動で設定されますので、「観測」ボタンを 

押すだけの操作になります。 

 

   「半対回終了」ボタンを押し忘れた場合、鉛直角の値から反観測の開始を 

  自動判断します。 

  正反観測の差が１２０秒以内であれば、反観測の開始と判断しています。



 

 29 

 

観測途中で「終了」ボタンを押すとデータ消去の確認となります。 

 

 

「いいえ」を選択すると、観測途中のデータを保存して終了します。 

 

 放射観測の場合は「終了」ボタンで、観測を終了しデータを保存します。 
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 「タイムアウトエラー」と表示された場合は、通信障害です。 

ケーブルの接続を確認して、再度測定してください。 

「ＴＳ条件」にてタイムアウトの時間を調整できます。 

 

  

 

２対回目の観測開始にて、水平角の設定を行います。 

        「ＯＫ」ボタンを押すと、輪郭に合わせた水平角をｾｯﾄします。 

        ２７０．０１００、２４０．０１００ などです。     
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対回観測の終了は自動判断されます。 

 

 

 

「ＯＫ」ボタンを押すと、「精度確認」に進みます。 
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測点毎に、水平角のチェック、距離のチェックを行います。 

制限内の場合は、結果欄に「○」が表示されます。 

何れかが、制限を超える場合は「×」が表示されます。 

 

 

 

      

  画面下部に「高度定数差」の結果が表示されます。 

     制限内の場合は「ＯＫ」、超える場合は「ＮＧ」と表示されます。 

     

     「登録」ボタンにて、観測データを保存します。 

     「破棄」ボタンを押すと、確認後にデータを消去します。 
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登録後、次の器械点情報入力になります。 
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１１、精度区分１１、精度区分１１、精度区分１１、精度区分    

 

 

 

地籍図根三角測量地籍図根三角測量地籍図根三角測量地籍図根三角測量           

区分  １０秒 ２０秒      

水平角 対回数 2 3      

 輪郭 ０，９０ ０，６０，120     

 観測差 20 40      

 倍角差 30 60      

         

鉛直角 対回数 1 2      

 定数差 20 40      

         

         

距離 セット数 2       

 較差 ３０ｍｍ       

         

 

 ※器差補正、気象補正はＴＳ側で行う 
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※  

地籍図根多角測量地籍図根多角測量地籍図根多角測量地籍図根多角測量           

         

  甲一 甲ニ 甲三、乙一 甲三、乙一 乙ニ、三   

ＴＳ  １０以上 １０以上 １０以上 ２０ ２０   

水平角 対回数 2 2 1 2 1   

 輪郭 ０，９０ ０，９０ 任意 ０，９０ 任意   

 較差   20  40   

 観測差 20 40  40    

 倍角差 30 60  60    

         

鉛直角 対回数 1 1 1 1 1   

 定数差 60 60 60 60 60   

         

 甲、乙一で辺長が２００ｍを超える場合は図根三角と同じ  

         

距離 器差補正 要 要 要 要 要   

 気象補正 要 要 要 要 要   

 傾斜補正 要 要 要 要 要   

 測定単位 ｍｍ ｍｍ ｍｍ １０ｍｍ １０ｍｍ   

 読取回数 2 2 2 1 1   

 較差 15 20 25 30 30   

 投影補正 要 要 否 否 否   

 縮尺補正 要 要 否 否 否   

         

 ※器差補正、気象補正はＴＳ側で行う     
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多角測量法、地籍細部測量多角測量法、地籍細部測量多角測量法、地籍細部測量多角測量法、地籍細部測量             

        

  甲一 甲ニ 甲三 乙一 乙ニ 乙三 

ＴＳ  ２０以上 ２０以上 ２０以上 ２０以上 ２０以上 ２０以上 

水平角 対回数 1 1 1 1 1 1 

 輪郭 任意 任意 任意 任意 任意 任意 

 較差 40 40 60 60 60 60 

        

鉛直角 対回数 1 1 1 1 1 1 

 定数差 90 90 90 90 90 90 

        

        

距離 器差補正 要 要 要 要 要 要 

 気象補正 要 要 要 要 要 要 

 傾斜補正 要 要 要 要 要 要 

 測定単位 ｍｍ ｍｍ ｍｍ １０ｍｍ １０ｍｍ １０ｍｍ 

 読取回数 1 1 1 1 1 1 

 較差 10 15 20 30 30 30 

 投影補正 否 否 否 否 否 否 

 縮尺補正 否 否 否 否 否 否 

 

※ 器差補正、気象補正はＴＳ側で行う 
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放射法、細部図根測量放射法、細部図根測量放射法、細部図根測量放射法、細部図根測量             

        

  甲一、ニ 甲一、ニ 甲三、乙一 甲三、乙一 乙ニ、三  

ＴＳ  １０以上 20 １０以上 20 ２０以上  

水平角 対回数 1 2 1 2 1  

 輪郭 任意 ０，９０ 任意 ０，９０ 任意  

 較差 20  30  40  

 観測差  40  60   

 倍角差  60  80   

        

鉛直角 対回数 1 1 1 1 1  

 定数差 90 90 90 90 90  

        

距離 器差補正 要 要 要 要 要  

 気象補正 要 要 要 要 要  

 傾斜補正 要 要 要 要 要  

 測定単位 ｍｍ ｍｍ ｍｍ １０ｍｍ １０ｍｍ  

 読取回数 1 1 1 1 1  

 較差 10 10 15 20 20  

 投影補正 否 否 否 否 否  

 縮尺補正 否 否 否 否 否  

        

 器差補正、気象補正はＴＳ側で行う    

        

    

    

 



 

 38 

 

放射法、一筆地測量放射法、一筆地測量放射法、一筆地測量放射法、一筆地測量 トータルステーションを使用    

        

  甲一、ニ 甲一、ニ 甲三、乙一 甲三、乙一 乙ニ、三  

ＴＳ  １０以上 20 ２０以上 ２０以上 ２０以上  

水平角 対回数 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5  

 輪郭 任意 任意 任意 任意 任意  

 較差       

 観測差       

 倍角差       

        

鉛直角 対回数 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5  

 定数差       

        

距離 器差補正 要 要 要 要 要  

 気象補正 要 要 要 要 要  

 傾斜補正 要 要 要 要 要  

 測定単位 ｍｍ ｍｍ ｍｍ １０ｍｍ １０ｍｍ  

 読取回数 1 1 1 1 1  

 較差       

 投影補正       

 縮尺補正       

        

 器差補正、気象補正はＴＳ側で行う    
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公共測量公共測量公共測量公共測量          

  １級基準点 ２級 ２級 ３級 ４級 

水平角 ＴＳ  １級ＴＳ ２級ＴＳ   

 対回数 2 2 3 2 2 

 輪郭 ０，９０ ０，９０ ０，６０，１２０ ０，９０ ０，９０ 

 観測差 8 10 20 20 40 

 倍角差 15 20 30 30 60 

       

鉛直角 対回数 1 1 1 1 1 

 定数差 10 15 30 30 60 

       

距離 読取回数 2 2 2 2 2 

 セット内較差 20 20 20 20 20 

 セット間較差 20 20 20 20 20 
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１２、対回観測における、角度、距離の測定１２、対回観測における、角度、距離の測定１２、対回観測における、角度、距離の測定１２、対回観測における、角度、距離の測定    

 

 

３対回、鉛直２セット、距離２セット３対回、鉛直２セット、距離２セット３対回、鉛直２セット、距離２セット３対回、鉛直２セット、距離２セット        

 ＢＳで距離を測定するか    

0 ｒ１ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２ セット内較差 

 ｒ２ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｒ３ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｌ３ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４  

 ｌ２ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４  

 ｌ１ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４ セット間較差 

60 ｌ１ ｈ ｖ    

 ｌ２ ｈ ｖ    

 ｌ３ ｈ ｖ    

 ｒ３ ｈ ｖ    

 ｒ２ ｈ ｖ    

 ｒ１ ｈ ｖ    

120 ｒ１ ｈ     

 ｒ２ ｈ     

 ｒ３ ｈ     

 ｌ３ ｈ     

 ｌ２ ｈ     

 ｌ１ ｈ     

 

 

２対回、鉛直１セット、距離２セット２対回、鉛直１セット、距離２セット２対回、鉛直１セット、距離２セット２対回、鉛直１セット、距離２セット        

 ＢＳで距離を測定するか    

0 ｒ１ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２ セット内較差 

 ｒ２ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｒ３ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｌ３ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４  

 ｌ２ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４  

 ｌ１ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４ セット間較差 

90 ｌ１ ｈ     

 ｌ２ ｈ     

 ｌ３ ｈ     

 ｒ３ ｈ     

 ｒ２ ｈ     

 ｒ１ ｈ     
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２対回、鉛直１セット、距離１セット２対回、鉛直１セット、距離１セット２対回、鉛直１セット、距離１セット２対回、鉛直１セット、距離１セット        

 ＢＳで距離を測定するか    

0 ｒ１ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２ セット内較差 

 ｒ２ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｒ３ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｌ３ ｈ ｖ    

 ｌ２ ｈ ｖ    

 ｌ１ ｈ ｖ    

90 ｌ１ ｈ     

 ｌ２ ｈ     

 ｌ３ ｈ     

 ｒ３ ｈ     

 ｒ２ ｈ     

 ｒ１ ｈ     

 

 

１対回、鉛直１セット、１セット１対回、鉛直１セット、１セット１対回、鉛直１セット、１セット１対回、鉛直１セット、１セット        

 ＢＳで距離を測定するか    

0 ｒ１ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２ セット内較差 

 ｒ２ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｒ３ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｌ３ ｈ ｖ    

 ｌ２ ｈ ｖ    

 ｌ１ ｈ ｖ    
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１対回、鉛直１セット、２セット１対回、鉛直１セット、２セット１対回、鉛直１セット、２セット１対回、鉛直１セット、２セット        

 ＢＳで距離を測定するか    

0 ｒ１ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２ セット内較差 

 ｒ２ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｒ３ ｈ ｖ ｓ１ ｓ２  

 ｌ３ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４ セット間較差 

 ｌ２ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４  

 ｌ１ ｈ ｖ ｓ３ ｓ４  

 

 

 

半対回半対回半対回半対回        

 ＢＳで距離を測定するか  

0 ｒ１ ｈ ｖ ｓ１ 

 ｒ２ ｈ ｖ ｓ１ 

 ｒ３ ｈ ｖ ｓ１ 
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    １３、対応測量機一覧１３、対応測量機一覧１３、対応測量機一覧１３、対応測量機一覧    

  

    全ての器械について動作確認を行ってはいません。 

   各メーカの資料より記載しています。 

 

 

    

トプコン 

GTS-3Ⅱ 以降 

  

  

ニコン 

NST20SC 

NST10HG,DTM-S 

GF-200,GF-300,GF-210 

DTM-500,NST-200,NST100 

  

ソキア 

殆どの機種で可能。 

２ウェイ機能が無い機種では、「ＴＳ条件」の 

「水平角設定を行う」を使用しないでください。 

 この場合、輪郭の角度を手動で合わせる必要が 

あります。 
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１４、観測手順１４、観測手順１４、観測手順１４、観測手順    

   

 

 

 

                                                   

                                    新規  

                      既存 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

メニューから観測タイプを選択 

路線の入力、選択 

器械点情報の入力 

精度区分を選択 

器械点名、器械高、視準点名、視準高の入力 

１点目を視準する。 

輪郭により、水平角が設定され測定が開始される 

「観測」ボタンを押す。 

次の点を視準して、「観測」ボタンを押す。 
 

半対回が終了した時点で、「半対回終了」ボタン
を押す。（自動判断も可能です） 

順次観測を行う。 

対回観測を終了。（自動判断されます） 

精度確認に進む。結果を表示 

登 録 破 棄 
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